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牛コロナウイルス病は、子牛の下痢の原因であるとともに、成牛でも晩秋

から初春に激しい水様性下痢が、牛群全体に拡大し経済的損失が生じます。 

今回、管内の繁殖肉用牛（成牛・子牛）及び乳用牛（成牛）で呼吸器症状

を伴う牛コロナウイルス病が発生したので予防対策の徹底をお願いします。 

 

○症状 

・３～7日の潜伏期間後、突然、血便を伴う激しい水様性血便 

・短期間に牛群内で感染が拡大する（発病率５０～１００％） 

  ・発熱のほか鼻汁、発咳など呼吸器症状を呈する場合もある 

  ・乳用牛では乳量が激減 

 

○予防対策 

  ・主に糞便中のウイルスをエサ等と一緒に、経口摂取して感染するので 

汚れた衣服は着替え、飼槽に近づく時は長靴を洗浄、消毒しましょう 

  ・牛舎出入口には踏込消毒槽を設置、消毒液は頻回交換しましょう 

  ・農場内への人や車両の進入を制限し、車両を消毒しましょう 

  ・流行期前にワクチン接種すると発症を抑えたり、症状が軽減されます 
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